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◇　利用負担金の改定について

　　昨年4月，それまでのM－Vシステムに替り新システムFACOM230－75　M一珊シス

　テムの運用開始に伴い，新システム利用時の負担金算定方式を決定，実施してきましたが，この

　一年間の実施中にいくつかの不都合な点が見つかりました．

　　本センターでは，“システム効率を改善してスル＿プットを上げる”ため鋭意努力しています

　が，利用者よりの“ターンアラウンドが長すぎる”という多くの苦情に対して，この一年間に得

　られた種々のデータに基づき，その原因を調査した結果

　　　1．実行時にコア使用量が多いもの

　　　2。ファイルアクセス回数が非常に多い（コア占有時間の長い）もの

　　　5　XYプロッタジ。ブで出力量が非常に多いもの

　などのターンアラウンドを悪くする性質をもつジ。ブの多いことがわかりました（センターニュ

　ースNn　108でお知らせしました）．

　　したがつてセンターでは，“計算機システムの処理効率を低下させる度合に応じて負担金を高

　くする”言いかえれば“他のジ。プへの影響の度合に応じて負担金を出してもらう”という負担

　金算定方式を決定する際の原則に立ち返り，種々のデータ，システムの状態，利用状態などをも

　とに，負担金改定について業務委員会を中心に慎重に検討を重ねた結果，

　　　1．　ファイルアクセスに対して課金する（これは以前より，処理効率を低下させるものとして

　　　　情報の取れるようになつた時点で課金する方針であつた）．

こぶ㌫二鷲蕊㌶くする゜　　纏犠芭。〉
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　　1、演算負担金を安くする．

　　2，ラインプリンタ出力負担金を安くする．

　　5　リモートバヅチジ。ブの端末入出力負担金を安くする．

という案がまとまりましたので，利用者の方々のご意見をお伺いしたいと思います．ついては，

5月15日（土）までに共同利用掛宛ご意見をお寄せくださるようにお願いします．

1．改定内容の説明

表1に改定負担金算定方式素案をまとめていますのでご参照ください．

　1）ファイル入出力負担金の新設について

　　　（案）フ・イル入出力負担釧％・』1（フ・何クセス回数×主言熊占撒）〕

　　　　　　主記憶占有係数＝03十〇．01×¢　　の：実際主記憶占有量（KW）

　　　ファイルアクセスを行っている間，そのジ。ブは演算は行わないのに主記憶に常駐してい

　　ます．主記憶に常駐するということは，他のジ。ブの主記憶への配置，ひいてはその実行を妨

　　げることになり，システム全体の効率を下げることになります．FACOM230－75の

　　ような高速演算を行える計算機でも，その入出力に要する時間は入出力装置の速度に依存す

　　るわけで，それが現在効率に影響を及ぼす主な要因になつています．

　　　ファイルアクセスを行うジ。ブでも主記憶をあまり必要としないジ。プの場合だと，他の

　　ジ・ブへの影響は少ないわけで，　（案）のように演算時間と同様に主記憶占有係数を含めた

　　算定方式としました．

　　　ファイルアクセス回数の内容としては利用者が意識して行う部分と，システム処理上必要

　　なものとに分けられます．後者は入力されるカード枚数，出力されるラインプリンタ行数な

　　どでかなり変化しますが，平均すると200～800回で，その分の負担金としては20円

　　～80円位になります．

　　　次の表は50年10月～12月のデータに基づいて算出したファイル入出力負担金です．

ジ。ブ種別 AS B C D

アクセス回数（平均） 400回 1000回 1000回
10000回注）

ファイル入出力負担金 40円 1，00円 100円 1000円

注）　Dジ。ブが特に多いのは特定の利用者による影響かと思われます．

　ファイルアクセスのみ1時間も行うジ．ブでは約10万回のアクセスがあり，ファイル入

出力負担金としては1万円近くになりますが，これらのものについては，アクセス方法その

一 2一



他の改善をお願いしたいと思います（追記1参照）．

2）XYプロッタ出力負担金について

　　（案）XYプロッタ出力負担金＝（1円／5000ステップ）十（3円／用紙10cの

　　（現）　　　　　〃　　　　　＝（1円／4000ステップ）

　現在XYプロヅタジ。ブは平均40分～60分の出力時間を要しているために1日に10

件～15件位しか処理できません．そのため特定の利用者が一時に多くのプロッタジ．ブを

依頼する時など，そのターソアラウンドはかなり遅れます．またプロ。タジ．ブが出力待ち

　としてかなりの件数たまると，シ≒テム効率を下げる原因になります．これらの状況を考え

てXYプロッタ負担金として，ステヅプ数に対して1円／4000ステップから1円／3000

ステップに，また用紙代として5円／10cπ課金をしたいと考えています．

　　次の表は平均プロッタ使用量に基づいて算出したXYプロ。タ出力負担金です．

XYプロツタジ。ブ
ステップ数 用　紙長

平　　　均　　　値 150，000回 1206沈

50円 36円XYプロッタ

　　出力負担金 計　　　86円

3）演算負担金について

　　　　　　　　　　　　　　　　S　　（案遣顛担金＝1・円×〔三1（・p・時間×主記鮎有願）〕×処理形式係数

　　　　　主記憶占有係数＝0．ろ＋0．01×¢　　｛τ：実際主記憶占有量（KW）

　　　　　処理形式係数：会話型のみ2．0　　その他1．0

　　（現）主記憶占有係数＝0．4＋0．01×の

　　プアイル入出力負担金を新設しますので，全体の負担金の調整のため演算負担金を安くし

　ます．実際には主記憶占有係数を現行0．4＋0．01×のから0．3＋001×ρoとしてその基

準を下げることで行います．現在の平均コア使用量は45蜘ですので，演算負担金（ジ。プ

　の負担金の半分を占める）は約10％安くなります．

4）ラインブリンタ出力負担金について

　　（案）ラインプリンタ出力負担金＝（3円／1頁）十（1円／15行）

　　（現）　　　　　　〃　　　　　　＝（5円／1頁）＋（1円／12行）

　　フアイル入出力負担金を徴収することにより，システム処理上必要とするファイルアクセ

　ス回数に対する課金を相殺する必要があると思われるため，ラィンプリンタ行数に対する負

担金を現行1円／12行を1円／15行とします．ラインプリンタ行数の平均はAジ。ブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー3一



　800行，Bジ。ブ1000行，　Cジ・ブ1000行，　Dジ．プ5500行なので，それら

　に対する負担金は20円～60円安くなります．

5）リモートバ。チジ。ブの端末入出力負担金について

　　（案）リモートバッチジ。ブの端末入出力負担金＝（1円／50行）

　　（現）　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　＝（1円／24行）

　　フアイル入出力負担金を徴収するごとにより，リモートバッチジ。ブの端末入出力に対す

　る負担金を現行1円／24行を1円／30行に変更します．

　　リモートバ。チジ。ブの端末入出力行数の平均は1500行なので，負担金としては10

　円程安くなります．

2．現行負担金との比較

　　50年10月～12月のローカルバヅチジ。プ（A～D）の平均システム使用量をデータと

　して現行負担金と改定負担金との比較をしたのが表2です．これを見るとDジ・ブの負担金が

　十870円とかなり高くなつていますが，これはファイルアクセスの平均が10000回と異

　常に高いためです．実際にはファイル入出力負担金を新設することで，ファイルアクセス回数

　はかなり減少するものと思われます．

　　表3はファイルアクセスを特別に行わないジ。ブに対する負担金を計算したものです．ロー

　カルバヅチのAジ。ブ以外ではいずれも安くなつていることがわかります．

追記1）フアイルアクセス回数を少なくする方法

　1，必要のないファイルアクセスを避けるようにプログラムの改善を行う．

　2．ファイルアクセスを行うジ。ブステヅプのコア使用量を小さくする．

　5　ファイルアクセスの単位あるプロヅクサイズを大きくしてアクセス回数を少なくする．

　ファイルアクセス回数は負担金の対象となつた段階で返却リストの利用通知情報欄に表示しま

すが，現在は図1に示す形式により各ジ．ブステップ単位で返却リストの制御文に続く部分に表示

されています，ここでDPO；，　DP1，MT1はそれぞれシステムのワークファイル，利用者の

専用ファイル，磁気テープファイルへのアクセス回数の表示です．
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表1．改定負担金算定方式一覧（案）

項　　　　目 ローカル・バッチ リモート・バッチ 会　　話　　型

基　本　負　担　金 1件につき50円 1件につき20円

演算　負　担　金
10円／秒×演算時間×処理形式係数

（演算時間はCPU時間に主記憶占有係数を乗じた値）

ファイル入出力

1円／10回×プアイル処理量

（プアイル処理量はファイルアクセス回数に主記憶占有係数を

乗じた値）

カ　ー　ド　入　力 10枚につき1円

将テープ入力 4000字につき1円

ラインプリンタ出力 （1頁につき5円）十（15行につき1円）’

入

カ　ー　ド　出　力
1枚につき2円　　、

XYプロツタ出力 （3000ステップにつき1円）十（10c沈に6き3円）

端　末　入　出　力

30行につき1円

（ただしセンタ内端

末利用の場合は5行

につき1円）

24行につき1円

（ただしセンタ内端

末利用の場合は5行

につき1円）

端末思考時間 一 30秒につき1円

共用ボリューム 15KBにつき1日1円

カ　ー　ド　穿　孔 1枚につき5円

　　　　　　　　　　　　
O演算負担金　10円×〔Σ　（CPU時間×主記憶占有係数）1×処理形式係数
　　　　　　　　　　　n＝1　　　　　S
Oファイル入出力負担金　1円×〔士Σ　　（ファィルアクセス回数×主記憶占有係数）｝

　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ　
　　　　　　　　Sはステップ数・．〔’　1は小数点以下切上げ

　・主記憶占有係数　0．5＋0．01×①　の：実際主記憶占有量（KW），・」＼数点以下第2位切上げ

　・処理形式係数　　会話型のみ2．0　　その他は1．0

一 5一



表2．現行負担金と改定負担金の比較

演算
負担金 入　出　力　負　担　金

ジョブ

種別
内　　　容 基本

負担金 コア

（KW）

CPU
（秒）

プアイル

入出力
（回）

出力行

（行）

出力頁

（頁）

入力
そ鋪
出力

蘭
端末
入出力
（行）

計

システム使用量
　　／　／／
／ 38 68 420 795 17 525 0 0

／’
ローカル

・バヅチ

　　A

現行負担金（円） 50 60 0 67 51 53 0 0 261

改定負担金（円） 50 ／ 50 29 53 51 53 0 0 266（＋5）

システム使用量 41 387 1022 1251 26 476 21 0

現行負担金（円） 50 ／
320 0 105 78 48 42 0 641

B 改定負担金（円） 50 ／ 280 7ろ 83 78 48 42 0 654（十15）

システム使用量 42 15〔L5 1092 2166 41 824 19 0

現行負担金（円） 50 1240 0 181 123 83 58 0 1715
C 改定負担金（円） 50

／

1090 79 145 125 83 38 0 1608（－107）

システム使用副／ 82 240B 10418 5440 67 752 9 0

現行負担金（円） 50
／ 1294・

0 287 201 74 18 0 5750

D 改定負担金（円） 50 ／’ 2700 1167 250 201 74 18 0 4440（十870）

システム使用量
　　〆

40 55ろ 2298 110 2 0 1 1492
リモート

9バヅチ
現行使用量（円） 20 ／ 290 0 10 6 0 2 65 391
改定負担金（円）12・レ

250 161　　　8 6 0 2｛51 498（＋107）

注1、システム使用量は50年1、0月～12月のデータです．

注2．コア使用量は実行時のものを示します．

注5カード出力以外の特殊1／0は省略しています．

表5．特別にはファイルアクセスを行わないジ。ブの負担金

．　　　　　　　■

シ・フ
種別

フアイルアクセス回数 ファイル入出力負担金 負担金／ジ。ブ

ローカルバッチ　A 400 28 256（＋5）注）

B 500 36 617（－24）

C 700
■

　51 1580（－155）

D 500 56 3329（－241）

リモートバッチ 400 28 565（－26）

注）　（　）内は現行負担金との比較を示す，

（共同利用掛　（電）内2256）
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図t　ファイルァクセス回数の表示．

◇　プログラム相談員募集について

　　センターでは，利用者のご協力を得て相談員を委嘱し，毎日午前と午後それぞれ2時間ずつ2

　人1組でプログラム相談を行つています．

　　つきましては，昨年4月から相談員を委嘱していました15名の方々の任期が5月で終わりま

　すので，とこに厚くお礼’申し上げますとともに，新たに4月からのプログラム相談員を下記の要

　領で募集します．多数のご応募をお願いします．

記

応募資格　　　センター利用有資格者でプログラミング経験のある人

担当時間　　週1回．（2時間）

任　　　期　　　昭和51年4月から昭和52年ろ月までの1年間（変更も可）　　　　　　．

募集人員　　　’13名

特　　　典’　　必要なマニュアル，資料の配布

　　　　　　　　　指導用計算時間（40分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　相談員研修会，相談員連絡会への参加・　　　　　　　　　’

申込み先　　．共同利用掛（TEL　2256）

申込み期限　　　昭和51年3月15日（土）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（共同利用掛　　（電）内2256）
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